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して増加することがみいだされた。 マンガン濃度が 0.03 ないし 0.3 アトミックパーセントの試料で
は， 20 0K 以下の温度で，線巾の温度勾配は濃度に依存しない。その値を緩和時間の逆数を用いて表
わすと， 0.96x108 (sec.- 1, deg.- 1 ) である。一方 0.3 アトミックパーセント以上では，この値が次第
に減少し， 5.2アトミックパーセントの場合， 0.34X108 (sec.- 1, deg.- 1 ) を与える。











を占めているが，この学位論文は， Cu に少量の Mn(0.03-5.2%) を加えた合金について1.8-3000K
の範囲で ESR の精密測定を行なって， Cu の伝導電子( s 電子)と Mn の d 電子のスピン相互作用
の役割と，共鳴の緩和機構を追求したものであるロ著者は，共鳴線巾が 0.3% Mn 以下の試料では温
度に比例して増加し， Mn の濃度によらないことを見出した。長谷川の理論によって現象を解析する
と，乙のことが解釈され，そしてスピン共鳴の緩和の bott1eneck は s 電子のスピンが Mn 付近でそ
の向きをかえることにあると結論された。 Mn 濃度の高い試料では緩和率が減少していることが観測
されたが，解釈は与えられていない。
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